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新 しい時代 に対応 した職業教育の推 進
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は じめ に

21世 紀 に向 けて、我が国 の社会 は国際化、情報化 、科学技 術 の発展 、高 齢化、少子 化や経 済

構造の変化 などによ り大 き く変化 して いる。 このよ うな状況を踏 まえた新 しい時代 の教 育 の在

り方が問われ る中 で、平成8年7月 の第15期 中央教育審議会の第一 次答申r21世 紀 を展望 した

我 が国の教育の在 り方 につ いて」で は、今後 の教育 の全体を貫 く考 え方 と して 、 「生 きる力 」

を は ぐくむ教育が提唱 され た。「生 きる力」 とは、「自分で課 題を見っけ、 自ら学 び、自ら考 え、

主体 的に判断 し、行動 し、よりよ く問題 を解決す る資質や能力」 と 「自らを律 しっっ他人 とと

もに協調 し、他人を思 いや る心 や感動 す る心 など、豊か な人間性 」及 び 「た くま しく生 きる た

めの健康 や体力 」であ る。「生 きる力」を育成 す ることは、職業教 育 にお いて も重要 な課題 で

あ るG

また、平成7年11月 のX19期 東京都産業教育審議 会の答 申 「生涯学習社会 におけ る職 業教育

の在 り方」 で は、専 門高校 で行 う職業教育 と生涯学習及 び リカ レ ント教育 の関係 を重視 し、 専

門高校 と地域社 会の連 携を発展 させ る ことが強 く求め られてい る。

さらに、平成8年4月 の生涯学習審議会 の答申 「地域 におけ る生涯学習機会 の充実方 策 にっ

いて」 で は、地域社 会に根 ざ した高等学校 の在 り方 と して、地域社会 の教育力 の活用 と地 域 社

会 への貢献 が求 め られて いる。

この3っ の答申を踏 まえて、本部会 では、専 門高校 における新 しい時代 に対応す る職業 教育

の在 り方 にっ いての研 究を進 め ることは、生徒や保護者及 び地域社会 の期待 に応 え るため に、

きわめて重要であ ると考 えた。

そ こで、研究 テーマを 「新 しい時代 に対応 した職業教育 の推進」 と し、「生 きる力 を は ぐ く

む職業教育」 と 「社会 が求 め る専門高校」 に焦 点を当て研究 を進 める こととした。

○生 きる力 をは ぐくむ職業教育

高度 な情報化社会 に対応す るため、農業 ・工 業の専門高校 では、新学習指導要領 の中で、科

目 「農業情報処理」・「情報技術基礎jが それぞれ新 しく設 け られた。 また、問題解決能力 や創

造 性 を育成す るために共通 の科 目 「課題研究」が設 けられた。いず れ も生 きる力 をは ぐくむ た

めの重要 な科 目である。

そ こで、本研究 では、 これ らの科 目の各校での取組 みの現状 と今後 の課題 にっ いて明 らか に

す る。また、た くま しく生 きて行 く力を育成す るために は、職業教育 を通 して何 を重視 して取

り組ん でい くかを明 らかにす る。 さ らに、授業 の実践事例 も併せて報告す る。

○社会 が求 め る専門高校

情報化 や国際化 など、社会 の急激 な変化 に伴 い、既習 の知識 や技術 はやが て役立 たな くな る

ため、新 たな知識 や技術 を学 び続 ける ことが必 要にな っている。そのため、誰 もが生涯 にわたっ

て学 び続 け ることが求 め られて お り、 この ことが、生涯学習時代 の到来 と言 われ るゆえんで あ

る。 この よ うな現状の 中で、生涯学習 の支援 の場 として専門高校への期待が高 ま って い る。

そ こで 、本研究 では、専門高校で開講 してい る公開講座を通 して、地 域社会が専門高校 に対

して何を求 あて いるのか。 また、専門高校 は地域社会 の期待 に応え られて いるかを調査 し明 ら

かにす る。 さ らに、専門高校か ら地域社 会へのア ピールの事例 も併せて報告す る。
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1生 きる力をはぐくむ職業教育

1研 究 の趣 旨

新教 育課程 がス ター トして3年 目に入 った。科 目 「農業情報 処理 」、「情報 技術基礎」 は、

情報 化時代 に対応す るための知識 と技能 を習得 し、情報を処理 し活用す る能力を育成す るた

め に新 しく設 け られた ものであ る。そ こで、 これ らの科 目が、各校で どの よ うに取 り組 まれ

て いるか についての ア ンケ ー ト調査 を行 い、現状 の把握 と今後の課題 にっ いて明 らか にす る。

そ して今後 、情報化社 会に対応 す る教育 はどうあるべ きかを考察 し、授業の実践事例 を通 し

て効果的 な方策 を探 ることと した。

また、期待 されて いる新科 目の一 っに 「課題研究」 がある。 これ は、 自らが課題 を設定 し、

計画 を立 て、 自 らが問題 を解決す る能力 や資質 を育 て、自主的 に創造的能力 を開発 しそ の結

果 の達成感 に よ り自信を もたせ、生 きる力 を はぐくむ ものである。「課題 研 究」 は今年 度 か

ら取 り組 んで いる学校が多 いため、各校の取組 みの現状 と課題 にっいて ア ンケー ト調 査 を行

い明 らかにす る。 そ して、「課題研究」 が 「生 きる力」を は ぐくむ ため に今後 ど うあ るべ き

か を授業 の実践事例を通 して探 る ことと した。

2調 査 の内容 と方法

(1}調 査対 象

都立 の全て の農業高校 と工業高校 に ア ンケー ト調査 を依頼 した。回収率 は86%で あった。

ア ンケー ト調査数 と回収結果

ア ンケ ー ト調 査 校 回 収 学 校 数

農 業 高 校 9校 7校(14学 科)

工 業 高 校 27校 24校(54学 科)

② 調査内容

① 「農業情報処理」 ・ 「情報技術基礎」 にっ いて の現在の取 組み状況 と課題

② 全 日制課程 におけ る 「課題研究」 につ いて の現在 の取組み状況 と課題

③ 調査時期

平成8年6月

(4)調 査方法

質問紙法 に よる調査(各 質 問項 目の回答 は、選択肢 よ り回答す る方式、 または記 入方 式

とした。)
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3調 査結 果 と考察

(1)「 農 業情報処理」 ・

ア 履修 学年

n 20
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農業高校 での履修学年 が、第1、2学 年で共 に50。0%と2分 してい るの は 「オ.

容 」 と 「カ.座 学の内容」 に関係 していると思われ る。

工業高校 での履修学年 が、第1学 年 で77.4%と 多 くなって いるのは、情 報 化社 会 に対 応

す る基礎 ・基本を低学年 で学習 し、高学年での専 門科 目にお いて、 さ らに、応用 ・発 展 し

た学 習をす るとい う教 育課程 の編成 による もの と考え られ る。

イ 履修単位数
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す べての農業高校 の単位数 は2単 位であ るのは、各校 の施設 ・設備 ・教育課程編成上 、

専門教科 の他 の科 目 との関係 によると考え られ る。

工業高校 の単位数が2単 位が ほとん どで、3、4単 位の実施校が若干見受 け られ る。理

由 は農業高校 と同様で あると考え られ る。

ウ ポケ コン ・パ ソコ ンの使用

[農

業
}

r--

ポ ケ コ ンL

パ ソ コ ン

023906080100 -一,

閨数 電 卓r

使用していない嗣

°/n
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園lll三畔 「 「
使用・ていない一 」

農業高校 で は、電卓 。ポケ コンを使用 させてい る学校 が少 ない。 これは、 資格取得 な ど

に取 り組ん で いな いことや、パ ソコンを利用 して情報処理能力 を身 に付 けさせ ることに主

眼 を置 いて い るため と考 え られ る。

エ ポ ケコ ン ・電卓等 の購入
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工業高校 では、電卓 ・ポケ コンなどを生徒 に購入 させてい る学校 が多 い。 これ は、情 報

技 術検 定 や計算技術検定 などの資格を取得 させ ることを 目標 に してい る科 が多 いため と考

え られ る。

オ 実習で取 り組む 内容

團
BASIC

日本語 ワープ ロ

表計 算 ソフ ト

デー タベー ス

%

100

園
BASIC

日本 語 ワー プロ

表 計算 ソフ ト

デー タベー ス

ozo

%

農 業 高校 で は、 す べ て の科 で 、 日本語 ワー プ ロ ソ フ トと表 計 算 ソ フ トを利 用 して い る。

これ は、生 徒 の情 報 処 理 能 力 を 高 め る内容 で あ り、パ ソ コ ンの利 用 技 術 の 習得 を主 に して

い る た めで あ る。

しか し、 工 業 高 校 で は、 簡 単 な英 単語 で 組 む こ との で き るBASICを 通 して 、 プ ロ グ

ラ ムの 基 礎 ・基 本 を学 習 させ て い る学 校 が 多 く見受 け られ る。 これ は、 前述 した よ うに 、

情 報 技 術 検 定 の資 格 取 得 を 目標 に して い る科 が 多 いた め 、 プ ロ グ ラ ムの基 礎 ・基 本 を1年

生 の う ち に理 解 させ よ う と して い る た あで あ る。 また 、 高学 年 で の コ ン ピュ ー タ に よ る制

御 技 術 な ど の応 用 学 習 に結 びつ け る ことが で き るか らで あ る。

一 方 、 工 業 高 校 で 日本 語 ワ ー プ ロ ソフ トと表 計算 ソ フ トを活 用 して の授 業 時 間 数 が 少 な

い の は、 他 の専 門 科 目及 び実 習 等 で も学 ぶ 機 会 が あ るか らで あ る。

力 座 学 の取 組 み 項 目

團

データ の表 し方

論 理回路の基礎

処理 装置の構成

周辺機器

OSの 基礎

データ通 信の概要

コンピュータの歴 史

コンピュータの社 会

コンビ・一タと健 康

o/a

O20406080100

園

デー タの表 し力

論 理回路 の基 碇

処理 装置の構 威

周辺機 器

OSの 基碑

テ㌧タ通信の概要

コンヒ'ゴタの歴 夏

コンピュータの社会

コンピュータと健虜1

%

azoaosoaoBoa

農 業 高 校 で は、 ハ ー ドウ ェ アの2進 数 や論 理 回路 な ど の座 学 が主 で は な く、 パ ソ コ ン の

利 用 技 術 の実 習 が 主 で あ る と考 え られ る。工 業 高 校 で は座 学 の 内容 が 、 ハ ー ドウ ェ ア の2

進 数 や論 理 回路 な どが主 で あ る と考 え る。

学 習 内容 の 一 っ の テ ーマ で あ る 「コ ン ビsタ と健 康 」 にっ いて 、 農 業 高 校 ・工 業 高 校

と もに重 点 を置 いて い る学 校 は半 数 以 下 で あ るが、 これ か らは、 す べ て の学 校 で 、 健 康 と

安 全 に っ い て 、特 にVDT障 害 な ど健 康 問 題 にっ いて 、 指 導 して お か な け れ ば な らな い と

考 え る。 施 設 ・設 備 の 問題 は あ るが 、今 後 は、 イ ンタ ー ネ ッ トや パ ソ コ ン通 信 を積 極 的

に授 業 に多 く取 り入 れ て 、す べ て の生 徒 が 高 度 情報 化 社 会 に対 応 で き る よ うに指 導 して い

くべ きで あ る と考 え る。
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キ 実習の時数

圏 増やしたい

園 ・のままで・い

減 ら したい

%
020406080100

蘭
増 や した い

この ままで ょい
一

減 ら した い

%

oaoaoso 80]00
　

!

1

」

農業高校 の実習の配 当時 間への希望 は 「この ままでよい」 がii%と な って い る。 それ

に対 して、工業高校 の実習 の配 当時闇への希望 は 「このままで よい、が80%弱 にな って い

る。教員 は現状 の時間数 についてはおおむね満足 している と考え る。

ク 評価の重視項 目
°o

ausosoquo

團

考査

敢組み

作晶

小テス ト

ノー ト』
園「

その他L
____」

評価 の重視項 目は、農 業高校 ・工業高校 とも同 じ様 な結果であ る。定期考査だけでな く、

授業や実習へ の取組みの態度、作 品 も重視 していることが分か る。

ケ 生徒の反応 につ いて
%%

團

反応が良い

反応が悪い

変わらない

わからない

園

な 　 !0　 ロh0よ 　

媚 目 富 、

署 聖 一

反応が良い

反応が悪い

変わらない

わからない

生徒の反応 は、農業高校 で は 「反応 が良 い」 と答えた教員 が多い。 これは、 日本語 ワー

プ ロソフ トと表計算 ソフ トを活 用 して授業 をお こなうことが多 いたあ と考 え られる。また、

「農業情報処理」以外 の科 目では、パ ソコ ンを利用す る授業 時間 が少 な いた め と考 え られ

る。

工業高校で は、「情報技術基礎」の科 目以外 に もパ ソコンを活 用す る授 業 が 多 いの で、

他の科 目の時 と反応が余 り変 わ らない とい う結果がでて いると考 え られ る。

コ 習熟度別、2展 開等の実施

%%
020406080100020406080100

團
とってい な い

とっ てい る 園
とっ てい な 寿

とって い

農業高校 で は、習熟度 別学習又 は2展 開学 習を多 く取 り入 れてい る科 が少 ない。学 習 の

効果 を更 に向上 させ るためには、今後 、習熟度別学習 を取 り入 れて い く必要 があ ると考 え

る。

工業高校 で は、習熟度別学習 を もっと多 く取 り入 れ るよ うにす れば、学習効果 が一 層上

が るもの と考 え る。

一6一



(2>「 課題研究 」

ア 履修学年 と単位数

農業 ・工 業高校共 に、第1・2学 年 で学習 した専 門分

野 の深化 、総合化を図 るた め、第3学 年2単 位 で実施 し

てい る学校 が多 い。

イ テーマの内容の分類

工業 高校 で は作品製作が多 く、物作 りを重視 して い る

ことが うかが え る。工業化学 と食品製造 の学科 で は実験

が約40%と なっているのは、科 の特長を反映 してい る も

ので ある。農業高校 の学科 では、植物等 を育て るの に時

間がかか るため、作品製作が20%前 後 と少ないが、調査 ・

研究が約50%と 多 くな ってい る。

現場実習 の実施率 の低 い原 因 は条件整備 が整 って いな

い ことが考 えれ る。資格取得 は、地道 ではあるが全体 的

に取 り組ん でい ることが分 か る。

＼
分野＼＼学科

＼＼

作品製作

調査 ・研究

実験

現場実習

資格取得

調査学科総数

調査校数

課題研究 テーマ 分野別分類

履修学年 と単位数

農業高校

履修
単位数

i

第2学 年 隣3学 年

2単 位

3単 位

4単 位

1110

4

i

工業高校

履修
単位数

第2学 年 第3学 年

2単 位

3単 位

i 49

9

(単位:%)

農業高校

一

工業高校

園芸
食品製造 ・

畜産

造園 ・土木 ・

林業
全体 機械 電気・電子 工業化学 建築 「デザ・・ 全体

20.0 9.4 45.5 zi.z 61.3 47.6 25.9 59.5 47.8 48.2

,. 47.9 27.3 44.5 16.8 19.0 30.6 27.0 47.8 28.1

31.0 39.3 4.5 24.5 12.9 25.6 38.8 S.1 o.o 17.8

i.s o.o 9.1 4.2 1.3 1.6 o.o o.o 4.4 1.3

3.0 3.4 13.6 5.6 7.7 6.2 4.7 5.4 o.o 4.6

6 8 3 17 18 24 9 6 z 59

6 8 3 17 17 17 8 4 1 47

ウ テーマの設 定方法

工 業高校で は約44%の 学科 で教員が テーマを設

定 して いる。工業高校 では今年度か ら 「課題研究」

を行 う学校が多 いが、教員 の専門分野だけで対応

で きるテーマばか りではない ことや、単 に興 味本

位 ものや技術的 に も不可能 な もの もあるため、教

員が設定す る学科 が多 い と考 え られ る。

農業高校で は約60%の 学科 で生徒が テーマを設

定 して いる。 また、農業高校 の 〔その他〕が約35

%に な って い る。 これは生徒 と相談 して テーマを

決 めて いる ことが多 いためである。

顯徽 羅轡 那璽 ヨ
工業高校

題欄

さ　にゑおへのアンケ　 トをまねしてな

鵬…一

一7一



エ テーマ別生 徒の希望調査

工業高校 で は希望 どお りにいかない生徒が多 い。

これ は興 味 ・関心の あるテーマに希望者 が多 いた

め に、第2希 望 。第3希 望 に まわ る生 徒が いるた

めで ある。 また、第1希 望の1つ のテーマ に教 師

が複数 で担当 で きる余裕が ない ことが考え られる。

一方、農業高校 では、希望 どおりが約50%で あ り、

「イ テーマの設定方法 」 で生徒 へ の ア ンケー ト

調査 を実施 して決あた約60%と の関連が ある と思

わ れ る。

オ 事前指導

農業高校 で は第2学 年 で指導 している学科 が約

90%で 、工業高校 で は50%の 学科 が第2学 年 で実

施 してい る。今年 度か ら課題研究 を始 あた学校 が

多いためであ ると思われ る。

力 評 価

報告書 や作 品 ・課題 を提 出 させている学科 が多

い。課題硫究 の評価 は学習 の結 果に重点 を置 くの

で はな く、学 習過程を重視 し、総合 的に評価 す る

必要 があ る。

農業 ・工業高校 共 に自己評 価を導 入 してい る学

科 は まだ少数 であ り、今後、生 徒の 自発 的な学 習

活動 を育 て るため には、 自己評 価の導 入が大切 で

あ ると考 え る。

キ 発 表 会

農 業高校 で は約94%の 学科 が発表会 を実施

又 は予定 して いるの に対 し、工 業高校 で は発

表 会を実施又 は予定 して いる学科 は約40%に

テ ー マ 別 生 徒 の 希 望 調 査

農 業 高 校

全体の 拶箔の生徒が黍望
にかなわない.無m
.5.9'/OI17 .6%

＼ 一 極 廉 ど。,.
47.1'/o/

___・

全体のio%の 生縫が希望 、 全体の5%の 生捷が毒望に「

謙 わない・ ＼鍵 い' _」

工 業 高校

'蓬}ξ1ガ孫 あ生捷が希璽

全体の30%の 生後が鷺気 全体の20%の 坐徒が希塾

鰹 わない'一 灘 わない'「

事前指導

過 ぎない。

工 業高校 の実施率が低 い原因 は今年度 か ら

「課題研究」 を導 入 した学 校 が多 いた め、 内

容 にっ いて模索の段階 であることが考 え られ

る。農業高校で は 「課題研究」を通 じて表現

力 を育て る等 の意味か ら研究成果 を発表 して

い る学科 が多 い。2年 生が発表会 に参加 して

い るの は、次年 度の 「課題研究」 に対 す る イ

メー ジをっか ませ た り、研究の創意工夫 を さ

せ た りす るためで ある。

4

農業高校

科…
学

数一 一 　

一 一一 一

一 一 一…

一 一曜一

一一一

一一-一 一一

　 一 　一』
一

一 一

『

一

`一一 一 一

一

目 無し

評 価(複数回答あり)

工業高校

30

作
品
や
諜
題
を
提

出
さ
せ
て
い
る
.

定
簸
考
査
を
実
施

し
て
い
る
.

綴
監
書
を
提
良
さ

せ
て
い
る
.

自
己
評
価
を
導
入

し
て
い
る
.

so

10

0

彗Il

I
I ■

作
品
や
課
題
を
提

出
さ
せ
て
い
る
.

定
矯
考
査
を
実
施

し
て
い
る
.

鞭
告
癬
を
挺
出
さ

せ
て
い
る
.

自
己
評
価
を
導
入

し
て
い
る
,
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ク

発表会

発表会を実施または予

1定している・

研究集録

農業高校 の学科 で は調査研究 をテーマ とす

、記録 と して残 す必要性 があ る

研究集録

1発行または発行を予i淀 し
ていな い.

il1.8%

発行 または発行 を予i

i定して いる.

発行または発行を予1

定 していな い.
sz.sz

ることが多 く

た め研究集録 の発行比率 が高 い。工業高校 の

学科 で研究集録 の発行比率 が低 いの は文 章 で

記述す るよ りも作品 と して残 して いることが

多 い ことが考 え られ る。研究集録 は、学 習成

果 の蓄積 と して、 その後の教 育内容の充 実 な

らびに向上 にっ なが ることか ら重要な意 味 を

もっ もの と考 え る。

ケ 費 用

費 用(複 数回答あり)

農業高校 工業高校

4010

30

20

10

0

硲 碧罐 筍叢赫 贅 醤 登簑雅 楚 畷 雰泉贅薔

1難 蝦 襲難

学
斜
数

一

一

一

一

一 一　 「}

}

一一-

　 一

無し

/1＼ 卜＼

憲
数 一

一

■ 国1■.
/1

今年 度 よ り課 題研究費が支給 されて いる。十分 で はないが、農業 ・工 業高校 共 に約50%

の学科 が公費 の範囲内 で実施 している。検定料 ・交通費 な どは生徒 が負担せ ざるを得 な い

のが現状 で ある。

コ 担 当者の意見 。感想

様 々 な意見 ・感想 がア ンケー トに寄せ られ たので、代 表的 な ものを以下 に示す。

① まだ十分 な内容 と して実施 できて いない。生徒の 自主 的 な研究 は現 状で は難 しい。

② 生徒の中 には興味 を もって積極的 に取 り組む者 もいる。教員 との心 の触れ合 いが あ る。

③ 本年度初 あて導入 し、現在 も手 さ ぐり状態 である。 はっき り答え ることが で きない。

④ 生徒の希望 したテーマに沿 ってや って いる。 テーマによって は機 器が ない分野 もあ る。

⑤ 特 に資格取得 に関 しては生徒 の意欲 は目を見 はる ものが ある。

⑥ 著 しい教育的効果 は感 じられないが、他 の専門科 目の学習意欲の向上 に多少 は影響 して

いるよ うに思 う。

⑦ 少人数 で一っ のテーマを続 けて取 り組 めるので、生 徒の学習意 欲が向上 した。

⑧ 教員が ユ年間生徒 と身近 に直接会話 を通 して きめ細かな指導がで きる。

⑨ 一部 の生徒 にっ いては研究熱心 で効果 はあるが、教員 の負担 が大 きい。
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サ 「課題研究 」のテーマ

農 業 高 校 工 業 高 校

分 野
食品製造 ・畜産 園芸 ・造園 ・土木 機 械 電気 ・電子 食品 ・化学 建 築 ・デ ザ イ ン

・林 業

・うどんの製造 ・竹細工 ・ソ ー ラ ー カ ー ・ リニ ア モ ー タ ・プ ログ ラ ミン グ 。プ ロ グラ ミン グ

・和菓子の製造 ・花壇作 り ・スタ ー リ ングエ ・相 撲 ロ ボ ッ ト ・七宝焼 ・透視図の作成

・低 濃 度 ジ ヤム ・木 工 ン ジン ・電子楽器 ・陶 芸 ・木造設計

・シメ ジの栽 培 ・庭園 ・公園模型 ・相 撲 ロボ ッ ト ・小型電気自動車 ・セ ラ ミ ッ ク ・建築環境デザ ィ

・POP広 告 ・盆 栽 ・オ ー トバ イ ・風力発電 ・水飴の製造 ン

・洋菓子の製造 ・展示パネル製作 ・プ ログラ ミング ・信号機 ・オ カ リナの 作成 ・テキ スタ ル デザ

・日本庭園の施工 ・機械加工 ・プ ロ グラ ミング ・ヨ ッ ト製 造 イ ン

・ベ ンチ作 り ・NC・MC ・オー デ ィオ機 器 ・薬 用 ク リー ムの ・ベ ー シ ッ クデザ

・バ ラ園 作 り ・電気工作 ・電子回路 調合 イ ン

・竹 垣 ・ペ ッ トボ トル ロ ・マイ クロマ ウ ス ・ダ イヤ モ ン ドの ・ビジ ュア ル デザ

作品製作 ・CAD ケ ッ ト ・無 線 合成 イ ン

。公園設計 ・CAD ・テ クニ カル製 図 。石 鹸 ・化 燵 水 ・デ ザ イ ン システ

・住宅庭園設計 ・自転 車 ・CAD/CAM ・染 め物 ム技術

・押 し花 ・エ コ ラ ン カ ー ・七宝焼 。香辛料 ・工芸品

・ボ タニ カル ァー ・彫 金 ・ソ ー ラ ー カ ー ・ペ ッ トボ トル ロ ・イ ンテ 》アデ ザ

ト ・模 型 ・立体紙模型 ケ ッ ト イ ン

・ツ リーデザ イ ン ・木材加工 ・カ ッテ ィ ングマ ・ジ ヤ ム ・写 真

・tプ リの製 作 ・パ ソ コ ン シ ー ン ・味 噌 ・CAD

・エ コ ノパ ワ ー ・MC工 作 ・フ リーズ ドライ ・継手の製作

・室内工芸 ・自動 車 ・食晶添加物 。施工方法

・放電加工 。イ ン タ ー ネ ッ ト ・ア イ ス ク リー ム ・構造力学

・統 計 グ ラ フ

・ジ ヤム ・味 噌 ・多肉植物 ・環 境 ・校内電気設備 ・細 菌検査 ・GPS測 定

・そば ・豆腐 ・牛 ・馬 の飼 育 ・自動 車 ・人工衛星 ・電子顕微鏡 ・構造物 の製図

・健康食品 ・庭園 ・公園 ・機械の歴史 ・単相結線図 と電 ・環境調査 ・木造設計

・薫 製 ・飴 ・茶 ・ハ ー ブ ・ラ ン ・品質管理 気工事士 ・風邪薬 ・CG

・紅 茶 ワイ ン ・ガ ーベ ラの 品種 ・工業英語 ・CG ・エ ンジ ンオ イ ル ・木工 具の研究

調査研究 ・果実の保存 ・樹木の生態 ・工業数理 ・デ ジ タルオ ー デ ・ガ ソ リンの 分析

・ソ ー セ ー ジ 。切り花の栽培 ・情報技術 イオ

・テ ンペ ・電子植物図鑑 ・車検の調査 ・半導体及び論理

・犬 ・馬の 飼 育 ・サ ボテ ン ・自動車の必要性 素子
・コ ン ニ ャ ク ・石材 と環境 ・ トラ ン シ ー バ

・肉 ・梅 ・牛 乳 ・マ リ ー ゴ ー ル ド ・技 術 史

・大 腸 菌 ・酵 母 ・樹木管理

。食虫植物・洋菓子と和菓子 ・バ イオ 渉ア クタ

・ア メ リカの 養豚 ・マ ス ク メロ ン ・エ ンジン分解 ・ ・ネ ッ トワ ー ク の の実験 ・建築設備

。ア シ タバ ・野菜の加工 組立 構築 ・サ イ ク ロ ン試 験 ・土質実験

・ハ ー ブ ・細胞融合 ・工業材料の研究 ・ポケ コ ンの制 御 。流導試験 。コ ン ク リ ー ト実

。コ ンビニの ・組織培養 ・制 御 ・シー ケ ンス制 御 ・乾燥試験 験
実 験 ・マ ーケ テ ィ ング ・生物工学一般 ・エ キ スパ ー トシ ・電熱試験

・合成洗剤 ・ブ ル ー ベ リ ー ステ ム ・糖質検査

・食品添加物 ・MID豆 ・セ ラ ミッ ク脂 質

・着色料 。高圧実験 の研究
・ビタ ミンの 定量 ・パ ソコ ン実 習

・花店 ・自動車整備 ・ネ クタ イの 作成

現場実習 。測量 ・車検整備

。3級 販売士 ・ワ ープ ロ検 定 。電気工事士 ・電気工事士 ・危険物取扱貨任 。建築設備

・ワ ープ ロ検 定 ・情報処理関係 ・テ クニ カル イ ラ ・家電修理 者
・ ト レー ス ス トレー シ ョン ・無線技師

資格取得 ・レタ リング ・製図検定 ・ワープ ロ検 定

・造園技術 ・3級 整備士試験 ・ラ ジオ 音響

。ア ナ ログ3種
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㈲ 事 例 研 究

ア 事 例1イ ンタ ー ネ ッ トとパ ソ コ ン通 信

調 査 結 果 に よ る と、 各学 校 で の 授 業 の主 な 内容 は プ ログ ラ ミング の学 習 や ソ フ トの 利 用

方 法 で あ る。 しか し、 現 在 の 情 報 技 術 の進 歩 は著二し く、 家 庭 に もイ ン ター ネ ッ トや パ ソ コ

ン通 信 の 波 が 押 し寄 せ て い る。A工 業 高校 で は施設 ・設 備 が整 え ば、 イ ンター ネ ッ トを や っ

て み た い と い う教 員 の希 望 が 強 い ことか ら、生 徒 の意 識 調 査 を行 った 。

① 「イ ンタ ー ネ ッ ト、 パ ソ コ ン通 信 と い う言 葉 を知 って い ます か 。 と い う問 い に対 して 、

「知 って い る」 と答 え た生 徒 は93%、 「知 ら な い」 と答 え た生 徒 は7%で あ った 。

② 「イ ンタ ー ネ ッ ト、 パ ソ コ ン通 信 を 実 際 に 体験 した こ とが あ りま す か 。」 と い う問 い に

対 して 、 「体 験 した こ とが あ る」 と答 え た生 徒 は4%、 「体 験 した こ とが な い」 と答 え た

生 徒 は96%で あ っ た。

そ こで 、 授 業 で イ ン ター ネ ッ トやパ ソ コ ン通 信 にっ い て の ビデ オ を 見 せ 、 講 義 を 数 時

間 か けて 行 った 。授 業 後 に生 徒 の ア ンケ ー ト調 査 を行 った と こ ろ、 次 の よ うな結 果 を 得

た 。

③ 「イ ン ター ネ ッ ト、パ ソ コ ン通 信 をや って み た い と思 い ます か 。」 と い う問 い に対 して 、

「や って み た い」 と答 え た生 徒 は82%、 「い いえ 」 と答 え た生 徒 は18%で あ っ た。

④ 「将 来 、 イ ンタ ー ネ ッ ト、 パ ソ コ ン通 信 が で き な い と困 る と思 い ま す か 。」 と い う問 い

に 対 して 、 「はい 」 と答 え た 生 徒 は78%、 「い いえ 」 と答 え た生 徒 は22%で あ っ た。

プ ロ グ ラム や論 理 回路 な ど を教 え て い る時 は、 生 徒 の興 味 ・関心 や 意 欲 が 不 十 分 で あ っ

た が 、 この授 業 で は生 徒 の 目が輝 き、積 極 的 に学 習 に取 り組 ん で いた 。 ま た、 生 徒 は い ろ

い ろ な情 報 を 簡 単 に手 に入 れ 、生 活 や仕 事 、 趣 味 な どの 多 方面 に わ た って 活 用 で き る こ と

を 理 解 し、 これ か らの高 度 情 報 化 社 会 を感 じ取 っ て くれ た よ うで あ る 。 生 徒 の 中 に は 、

「先 生 の話 を聞 いて 、 友達 の と こ ろで イ ンター ネ ッ トをや って み た 。 い っぱ い情 報 が あ っ

て び っ く り した。」 と い う生 徒 も現 れ て きた 。生 徒 は、 新 しい こ と、 便 利 な こ と、 利 用 価

値 が あ る こと に は敏 感 で あ り、 意 欲 を も って 取 り組 む こ とを 実感 した 。 時 代 に対 応 して 最

先 端 の設 備 をす ぐに導 入 して い く こ とは難 しいが 、教 員 自 らが教 材 に 工 夫 を 凝 らす こ と に

よ り、 生 徒 に最 先 端 の知 識 や技 術 を教 え る こ とが 必要 で あ る。

イ 事 例2相 撲 ロボ ッ トの製 作

B工 業 高 校 の電 子 機 械 科 で は4年 前 よ り課題 研 究 を実施 してお り、3年 前 よ り相撲 ロボ ッ

トの 製 作 を テ ー マ と して 作 品 製 作 を行 って い る。高 校 生 全 国大 会 を 目標 に6名 の 生 徒 が 各

自1台 を製 作 す るが 、設 計 か ら部 品 選 択 ・加 工 ・プ ロ グ ラ ム作 成 に至 る まで の 行 程 を3単

位 の 授 業 で行 うた め 、放 課 後 や夏 休 み も活 動 しな けれ ば な らな い 。他 校 で は ロ ボ ッ ト製 作

は時 間 に拘 束 さ れ るた め敬 遠 され が ち で あ るが 、 過去2回 全 国大 会 に 出場 した実 績 もあ り、

希 望 す る生 徒 の多 く は意 欲 的 で熱 心 で あ る。 製 作 費 用 は別途 予算 を支 給 され るの で 生 徒 へ

の 負 担 は な い が 、各 学 校 の技 術 レベ ル が年 々上 が り、現 在 で は1台 の ロ ボ ッ トの 部 品 代 だ

けで10万 円を 越 え る もの もあ る。 ま た、 生 徒 た ち は製 作 中 に様 々 な 問 題 に直 面 す る。 加 工

方 法 や 組 立 行 程 な ど を考 え な い設 計 も多 く、 設 計 変更 や部 品 の作 り直 しも度 々で あ る 。 し

か し、 教 員 が 適 切 な助 言 や ヒ ン トを与 え る こ と に よ り、生 徒 た ち は、 夏 休 み が 終 わ る 頃 に
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はすべて 自分 で考 え行動 する ことができるまで に成長 す る。各生徒 の発想 はとて もユ ニ ー

クで、毎年 ロボ ッ トは どれひ とつ取 って も同 じ物 がな く、互 いに良 きライバル意識 を もつ

ほど熱心 に取 り組 んでい る。製作 にあたって は生徒 に一冊 の ファイルを渡 し、ス ケ ッチ ・

図面等 の記録 を残 させ、定期 的に教員が点検す る。大会が終わ って も文化祭や産業教育 フェ

ステ ィバル等 の イベ ン トに参加 して いるが、他の生徒 や一般 の方 々に胸 を張 って発表す る

姿 は自信 と達成感 に溢 れてい る。発表会 は毎年1月 に行 われ、2年 生 の前 で全 テ ーマの発

表 を行 う。研究集録 も 「発表会資料」 とい う形 で毎年発行 して いる。生徒 の中に は大 学 へ

進学す る者 も多 く、推薦入学 の面接に ロボ ッ トを持参 して一能一芸入試 に合格 した者 もお

り、「課題研 究」の教育的効果 や意義の大 きさを実 感 してい る。

ウ 事例3プ ロダク トデザイ ン

これか らの時代 のデザ イ ン教 育 は、既成 の ものにと らわれ ることな く、生徒一人一 人 に

豊 か な創造 性 と新 しいデザ イ ンを生 みだ してい く力を身 に付 けさせ ることを 目標 に取 り組

んで い く必要が ある。C工 業高校 のプC]ダ ク トデザイ ン研究 は、性能の類 似 した製品 に ど

のよ うに した らデザ イ ン面 で個性 を もたせ る ことがで きるかに重点 をお いて実施 している。
一年 間を通 し、調査 ・研究 、作品制作 、プ レゼ ンテー ションの一連 のデザイ ン過程を生 徒

たちに計画 立案 させ、進捗状況 を毎週 レポー トに して提 出 させて いる。

「課題研究 」によ って次のよ うな生徒 たちの向上 が見 られ るよ うにな った。① 調査 ・硬

究 で得 られたデー タは、表 、 グラフ、要因分析等 によ ってで きるだけ見 やす くな るよ うに

工夫 しなが ら処理 す るよ うにな った。② その製 品が改良 されて きた歴史 、文化 、機能、 利

点 、欠点 などの問題点 が生徒 たちな りに理解で きるよ うにな った。③ ブ レンス トー ミング

法 で生徒 たちが自由に討論 しなが らデータを考察 す ることによって、製品 に対 す る興 味 や

関心が深 め られ、新 しい発見を探 しだそ うとす る姿勢 が見受 け られるよ うにな った。④ 自

由 な発想で デザイ ンを決定す るよ うにな った。⑤実習 で身 に付 けた技術を もとに レンダ リ

ング ・モデ リングを しなが ら自分 の発想 をプ レゼ ンテー ションす るよ うになった。⑥ 一 っ

の製 品が デザイ ンされ るまでの過程 を体験 で きるよ うになった。⑦ 課題 に対す る取組 み が

積極 的にな り、創造性 や問題解決能力 が高 め られ るよ うにな った。

工 事例4造 園施設 の模型製作

造園施設 の模型製作 にあた って は、計画か ら完成 までの手 法が把握 で きて いない と時間

の浪費 にな る。そ こで、D高 校 では、模型製作の過程 を事前 に理解 させ、見通 しを もたせ

ることによ り、生徒が課題 に意欲的 に取 り組め るよ うに してい る。そのプ ロセスを次 の図

式 に示す。

戸
「

模型の予備
1製作.1

(小規模な摂i
型を作って

みる)
己

2・慰

・i霧雛
決定.
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L
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この よ うなプ ロセスを適用す る ことにより次のよ うな教育効果 がみ られた。

① 本来の作品製作 に取 りかか る前 に小規模 な模型 を短

期間 に作 らせて み ることによ って、模型 の製作 にお け

る問題点 や技術 的手法 をおお よそ知 ることがで きた。

② 作品 と して の模型製作 に取 り組む時点で は、生 徒 自

身が いろいろな材料 を選んだ り、加工方法を工夫 した

りす ることに集 中す る ことが できるように なった。

③ 質 の高 い 「作品」の製作 に生徒が取 り組みやす くなっ

た。

ll拶騰1

鋤翻 論 、

その他、 この プロセスの中で 「学校外で模型 が見学 で きる所 を訪問」す ることは、作 品

製作上 、大 きな影響 を与え た。

5研 究のま とめ

「農業情報 処理」・「情報技術基礎」の調 査結果か ら得 られた ことは、農業高校 ・工 業高 校

のいずれ も2単 位を低学年 にお いて履修 させ、情報 に関す る基礎 を身 に付 け、高学年 の他 の

科 目で応 用、発展を考えて いることで ある。指導 内容 では、農業高校 では情報機器 の取扱 い

に習熟 させ、各種 ソフ トを活用す る知識 と技 術の習得 に主 眼が置 かれてい る。工業高 校 で は

情報機器 のハ ー ド面、及 びプ ログラムの作成 の基本 の知識 、技術 の習得 に主眼が置かれいる。

そ して電卓等 を生 徒 に購入 させ資格試験 に対 応 してい る学校 が多 い ことも分 か った。

情報技術 の進展 は目ざま しくイ ンターネ ッ トが普及す る時代 に入 りっ っあ ることか ら、 事

例研究 のよ うに、担当者 は教科書や既存の知識 や技術 に とらわれる ことな く、 「時代 に対 応

した情報教育 はど うあるべ きか」の意識 を もちなが ら、改善 しっっ指導す る必要 があ る。 ま

た、実習 を伴 う科 目で あるた め、2展 開また は習熟度別学習を導入 し、きあ細かい指導を行 っ

て、生徒 の理解力 を向上 させ ることが必要 であ る。 このよ うな ことが情報化社 会でた くま し

く生 きる力 を は ぐくむ ことになると確信す る。

次 に 「課題研 究」で は、農業高校で はこれまでプ ロジェク ト学習 を行 って きた実績 が あ る

ため、生徒 が主体 的 に課題 を設 定 し、最終 的に発表 まで行 われてい るところが大半 で あ る こ

とが分 か った。 これ に対 して、工業高校 で は1年 目の学校 が多 いたあ、一部 を除 いて はテ ー

マの設定 も教員側 が主導 的に行 な って いるところが多 い ことが分か った。そ して内容 は農 業

高校 では調査 ・研 究が多 く、工 業高校 で は作 品製作 が多 い ことが分か った。今後 は、両者 と

もに、資格 の取得 や現場実 習の要望 に応 え る取組 みに努力す る必要が ある。

「課題研究」 で は、事例研究 にあ るよ うに、生徒 が主体的 に取 り組む ことによ りた くま し

く生 きる力 をは ぐくむ ことで きる。 したが って、生徒 の広範囲 な要望 に応 え られ るよ うに科

や学校全体 で取 り組 んで行 く必要 があ る。 また、施設 ・設備 の充実 も計画的 に行 うことが 大

切 で ある。
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II社 会が求める専門高校

1研 究 の趣 旨

現在 の社会 は、高度情報化 ・高n化 が進みっっあ る。 これは、我 々が 今まで に経験 した こ

とのない状況 であ り、新 たな対応 を迫 られ る ものであ る。 この新 しい状況 に対応す るた めに

は絶 えず社会情勢 の変化 を読 み とり、自己啓発をす ることが必要 とな って きた。 そのため・

人 々の生涯学習 に対 す る意識 がます ます高 まって いる。そ こで、専門高校 はその学校 の もつ

教育機能 や施設 ・設 備を開放 し、地域社会 に学習の機 会を提供 す る場 と して 、「生 涯学 習 の

支援 の場 」 と して期待 されてい る。

この よ うな社 会状況を踏 まえ本碩究 では、以下 の内容 につ いて公開講座受講者 を対象 に し

て次 の実態調査を行 った。

①専門高校が地域社会 にどの よ うに受 け とめ られているか

②地域社会 は専門高校 に何を求 めてい るか

さ らに、生涯学 習の支援 の場 と して、専門高校 が地域社会 によ り一層開か れて い くた め に

は、今後 どのよ うな取組 みを しなければ な らないのかを考 え、専門高校 に携 わ る教 員の意 識

調査 を行 った。

最 後 に、各専門高校が これ らの問題 にどの よ うな取組 みを してい るかの実践例を紹介す る。

2研 究の内容 と方法'

(1)調 査対象

① 都立農業 ・工業高等学校(全 日制 ・定 時制)に おける平成8年 度公開講座受講者

② 都立農業 ・工業高等学校(全 日制 ・定 時制)に おける教員(専 門教科担 当教員)

表2-1調 査対象

一 二三==]=亙 亟 三[回 答者　「「

匿一 薯iil麹
⑦ 調 査内容

① 社会 が求 める専門高校 と して、都民 は専門高校 をどのよ うに見て いるかを公開講座 の受

講者を対象 に調査 した。

①② を踏 まえて、各専門高校 の教員が生涯学 習に対 してどのよ うな取組 みを してい るか を

併 せて調査 した。

(3>調 査 時期

平成8年7月 下旬 か ら平成8年8月 中旬 まで

(4)調 査 方法

調査票 によるア ンケー ト調査(無 記名)

3調 査結 果 と考察

(1)公 開講座受講者 アンケー ト(科 目別履修生 も含 む)の 調査結果

調査 した講座内容 と講座数 は次の通 りであ る。
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工 芸 系 …6講 座 、 パ ソ コ ン…16講 座 、機 械 系 …4講 座 、 他 …1講 座

質 問1「 受 講 理 由 につ いて 」

受 講 理 由 は 「大 変 興 味 が あ っ た」 が79.Q%

と最 も多 く、 目的 意 識 を もって 受 講 して い る

人 が 多 い ことが 分 か る。 一 方 で は、 「専 門 高

校 だ か ら」 が 、10。9%と 低 い数 値 が 出て い る。

専 門 高 校 は、 充 実 した施 設 ・設 備 な らび に 専

門知 識 を も った教 員 を有 す る が 、 そ の こ と は

あ ま り知 られて い な い よ うで あ る。

④その他

③専門高校だか ら(4・6%)

②余暇の利用

(5.5%)

①大変興味があった

図2-1質 問1の 回答

質 問2

約60%の 受 講 者 が 、 「専 門 高 校 の 内 容 を 知

らな い 」 と回答 して い る。 これ は、質 問1の

「専 門 高校 だ か ら」(109%)が 、 少 な い こ と

に反 映 され て い る と考 え られ る。 また 、 平 成

8年4月 に実 施 され た 「都 立 高 校 に関 す る都

民 意 識 調 査 一問27都 立 高 校 の 印 象 は?」 の設

問 で 、約40%が 「わか らな い」 と回 答 して い

る こ と と同 じ傾 向 に あ る。

「専 門高校 の施設 ・設備 ・学習 内容 を知 って いますか?」

④全く知らない

③あまり知 らない(435%)

①詳しく知っている

(3.0%)

…1…雛 は翻'る

図2-2質 問2の 回答

質 問3

受 講 者 の 多 くが 、 「知 る機 会 を 増 や して ほ

し い 」(90.9%)と 回 答 して い る 。 っ ま り 、

「も っ と知 りた い、 情 報 を 流 して 欲 しい 」 と

考 え て い る。 この結 果 か ら も、 専 門 高 校 の 内

容 な どが あ ま り知 られ て いな い ことが分 か る。

「専 門高校 を知 る機会 を増や してほ しいですか?」

②臆ξ鰍 轡
覗構 ①機会を増やしてほ しい

(90.9%)

図2-3質 問3の 回 答

教 育 内容 に接 し、 そ の良 さが分 か った た め、
②重要である

鷲簗ll欝纐1藪 噸
多 く書 かれて いた。 したが って、受講者 は専

門高校 に対 す る期 待や発展 を強 く願 って い る

と考 え られ る。

質 問4「 生 涯 学 習 の支 援 の場 と しての 専 門 高 校 につ い て 」

98%の 受 講 者 が 、専 門高 校 の施 設 ・設 備 ・ ③わからない

(1.7%) ①大変重要である

2%)

図2-4質 問4の 回 答
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質問5

この グラフか ら、特 出 した傾向を見 る こと

はできないが 、受講者 には、「実務 的な内容 」

・ 「知識 。教養を身 に付 ける」 ・ 「各種 資格

取得」 と多様 なニーズがあ ると考え られ る。

したが って、専門高校 における公開講座 は、

多岐 にわ たる内容 が求 め られて いることが分

か る。

公開講座受講者 ア ンケー トの考察 とま とめ

「専門高校の講座内容 について、どのような内容 を希望 しますか?」

0100200300400

人

図2-5質 問5の 回答(
2)

私 たち専門高校 の教員 には、「生徒 に基礎 ・基本を丁 寧に教 え る。」 とい う長年培 われ て

きた姿勢 があ る。そのため、公開講座の受講者 に も丁寧に教えている現状 があ る。ア ンケー

ト用紙 には、教職員へ の感謝や お礼の言葉 が、多 く書か れて あ った。 このよ うに、専 門 高

校 は 「生涯学習 の支援」を して い くことがで き、期待 に応え られ ると考え る。

次 に重要 な問題 と して、受 講者の意 見の中に 「文化祭 などが あるが、(関 係者以 外 だ と)

何 とな く入 りづ らい。」 とい うのがあ った。 これ は 「地域 に開 か れ た学 校」 を 目指 して 各

学 校が様 々な取組みを行 って いるが、なかなか実 を結ん でいないという現状を表 している。

今後 も、開かれた学校づ くりへの より一層 の取組み と努力を して いか なけれ ばな らな い と

考 え る。

最後 にこの調査結果で注 目され るの は、「専 門高校 の施設 ・設備 ・学習 内容 を知 らない」

(約60%)と 「知 る機 会を増 や してほ しい」(約90%)と い うことで あ る。 これ らは、 「専

門 高校 って、 どん なところ?」 という言葉 にまとめ られ る。 した が って、 「ど こに、 何 の

学 科があ り、 どの よ うな学 習を して いるのか、(社 会人 も含 め た)入 学 方 法 はど うな って

い るのか」な どの具体的な情報 を提供す る機会 と場の設定を各方面 で考えて い く必要 が あ

る。

(3)教 員 アンケー トの調査結果

全 日制 ・定 時制専 門高校26校 の専 門教科担 当教員、378名 か ら回答 を得 た。

質問1「 地域 に開かれた学校 の必要性 について」 質問2「 生涯学習の支援の必要性 について」

③大して感じない
(10・4撫

④分からない

(5.5%) ①大変、感 じる

%)
③ どち ら ともいえない,_① あると思 う(71.6%)

擁驚毒
②感 じる

(i樽,2考)

図2-6質 問1の 回答 図2-7質 問2の 回答

教員 の大半 は、「地域 に開かれ た学校 」の必要性 を感 じるとと もに、専 門 高校 が 「生涯

学習 の支援 の場 」 と して、必 要であ ると考 えて いる。

また、「平成6年 度都立学 校公開講座報告書」 では、平成6年 度 にお いて70%以 上 の工
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業高校(定 時制 も含 む)が 、公開講座 に取 り組んでお り、 この調査 と一致 してい る。

質問3「 公開講座 を行 う上 での メ リッ トについて」

回答 を右 の表 のよ うに、分類 してみた。

都立高校 の公開講座 は、学校 の教育機能 や 表2-2

施 設 ・設備 を地域社会 に開放す ることにより、

都 民の身近 な場 に豊 かな学習機会 を提供す る

ことを 目的 として いる。 この公開講座を実施

した結果 のメ リッ トと して 「学校 の紹介」 が

最 も多か った。公開講座 は、学校を紹介す る

手段 と して も役立 っている と考え られ る。

質問4「 公開講座 を行 う上でのデメ リッ トについて」

質問3の 回答 単位(名)

学校の紹介
i127

地 域 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 89

自己啓発 58

施設 ・整 備の有効利用 is

生涯学習の支援 14

回答の多 くが無回答(284名)で あ った。書かれて いた回答で は、「職 員の負担 の増加」

(132名)が 最 も多か った。次 に、「本業 がおろそか になる。」、「生徒 が第 一 で あ る。」 とい

う意 見 も多 くあった。 これは、公開講座 に取 り組 む と多忙 にな ることが理 由 と して考 え ら

れ る。 また、少数意見 ではあるが、「講 師確保 の苦慮」 という意見が あった。

疑 問点 と して、「高校 の教員 が、社会人 を教 えて よいのか。」 や 「高校 の教 員が なぜ、 一

般 の人 々に授業を行 う必要 があるのか疑問 に感 じる。」 とい う意 見 もあ り、 生 涯教 育 で の

教 え る資格 の問題 やその意義を問 いか ける教 員 もあ った。 この ことか ら、生 涯教 育 に対 す

る多様 な意識 が あるこ とが分か った。専門高校 が今後 、 この取組 みを充実 させて い くた め

に は、全教 員の共通認識を図 る必要があ る。

質問5「 専 門高校の内容(学 習 ・施設 ・設備)が 都民 に知 られて いるか」

専 門高校 の具体的 な情報を多 くの都民 に提

供す る場 がな い現状か ら、50%の 教員が 「知 ③

られて いない」 と認識 して いる。

したが って、各専門高校では 「産業教育 フェ

ステ ィバ ル」や 「科学技術の祭典」 などの情

報 を提供 す る活動 に積極的 に参加す る必 要 が

ある。

④わからない ①知られていると思う

②少しは

1…………1,碧ξれている(癖)

図2-8質 問5の 回 答

質 問6

教 員 の多 くが 、 「生 き る力 を は ぐ くむ 教 育

の 実 践 」(71.9%)を して い る こ と が 分 か る。

つ ま り、「生 涯 学 習 の 支 援 の 場 」 と して 、 対

外 的 な取 組 み(公 開講 座 な ど)と と もに生 徒

に 対 して も実 践 して い る現 状 が分 か る。

「生 きる力をは ぐくむ教育 の実践 について」

② していた い

(25.

③ その他

(1.7%) ① している

図2-9質 問6の 回答
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(4)教 員 ア ンケ ー トの考察 とまとめ

この調査結果か ら、多 くの教員が 「学校 を地域 に開放 しなけれ ばな らない。」、 「専門 高

校 を もっと都民 に知 って もらわなければな らない。」 と考 えて い る。 しか し、 少数 で はあ

るが、「なぜ地域 に開かれ た学校 を目指すのか」を問いかける教員 もいた。 これ は、学 校

教育 と社 会教 育の問題 を提起 してい る。また、「なぜ専門高校 が知 られ て いな いのか 」 と

い う問題提起 もされた。 これ らの問題 につ いて は、教員 全体 で考 え、認識 を深 め、共 通理

解 を して解決 を図 っていかなければな らない。

(5)地 域 に開 かれた学校へ の提言

ア 学校紹介 の新 しい手段 ・方法

公開講座受講者 のア ンケー トか ら、「専門高校 って、 どんな と ころ?」 とい う言葉 に代

表 されるよ うに、「専 門高校 を知 りたい」 とい う要望があ る。そ れ に対 して 、現 在 の専 門

高校を地域社会 に紹介す る手段 ・方法 は、どのよ うな効果があ るかを考えて み る。

表2-3専 門高校 を紹介 する手段 ・方法その効果

態 手濠講 ●瑚」撃
1広報紙(地 方公共団体発行)△

.L墜_趣 中途爾[麩1コ

産 業 教 育 フ ェス テ ィバ ル

盤 技術の祭典

X

O

C
nヨ

XX

i

0 X

△
t

X

ご
iOI

○…充分に紹介ができている、△…やや紹介ができている、×…紹介ができていない

この表か ら、専門高 校 を紹 介す るこ とは、生徒募 集活動 が 中心 とな って いる ことが分 か る。

した が って 、 中学 生(そ の保 護 者 、 中学 校教 諭 も含 む)に は 、紹 介 が で きて い るが 、 そ

の他 の対 象 者 に は 、 あ ま り紹 介 が で きて い な い 。 そ こで 、「専 門 高 校 を 知 り た い 」 と い う

要望 に応 え るた め、広 く都民 を対象 と した専 門 高校 を紹 介す る新 しい手段 。方 法 を提言 す る。

① ミニ ギ ャ ラ リー の利 用

区 ・市 役 所 な ど に は、 公 共 団 体 に貸 し出 して い る ミニ ギ ャ ラ リーが あ る 。 こ こで1校 も

し くは そ の学 区 単 位 の学 校 で 、長 期 間(例 え ば一 ヶ月)計 画 的 に学 校 紹 介 、 生 徒 作 品 展 示

会 、 課 題 研 究 発 表 会 な どを 実施 す る。

② イ ン ター ネ ッ トの ホ ー ムペ ー ジ開設

高 度 情 報 化 社 会 を迎 えて 、 イ ンタ ー ネ ッ トは注 目 の的 で あ る。 こ こ に各 専 門 高 校 の ホ ー

ム ペ ー ジを開 設 す る こ と に よ って 、 リアル タイ ム で具 体 的 な情 報 を 提供 す る ことがで きる
。

さ らに、 電 子 メ ー ル を利 用 して 、学 校 へ の質 問 な ど に も対 応 で き る。

イ 「地 域 に開 か れ た 学 校 」 の現 在 の取 組 み

次 に 、 「も っ と活 用 した い、 学 校 を 地域 に開 放 して ほ しい。」 と い う要 望 もあ る。 こ の 要

望 に応 え るた め 、「地 域 に開 か れ た学 校 」 に関 す る取 組 み につ いて考 え る。「都 立 高校 白書J

で は 、「地 域 に開 か れ た学 校 」 の 事 業 と して 、次 の3っ を 提 言 して い る。 こ れ ら は、 さ ら

に 充 実 ・発展 させ な けれ ば な らな い。

① 体 育 施 設 の開 放
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体育施設 の開放 だ けで はな く、その学校 の教員が指導員 とな り、施設 を利 用す る地 域住

民 との交流 を図 る。

② 公開講座

受 講希望者 に は、内容 に関 して多様 なニーズがあ る。 これに応え るため、専門教科 の特

色 を活 か した様 々な講座 内容 を考え る。

③ 生 涯学習講座 の設置 ・聴講生の受 け入れ

現在 、工業高校定時制課程 の3校 だ けに試験 的に導入 されてい るが、 もっと多 くの学 校

(全 日制、定時制 を問 わず)に 導入 できるよ うにす る。

ウ 「地域 に開かれた学校」の新 しい取組 み

都立高校 に関す る 「都民意識調査 」におけ る 「地域 における都立高校 の役割 と して、 高

校教育以外 に何 を期待 しますか?」 の設問に、

都民 は次 のよ うに回答 して いる。

第i位 …社会人 向け公開講座 の実施

第2位 …学校施設 の地域住民へ の開放

第3位 …災害時 の拠点 としての役割

これ らを踏 まえて、「地域 に開かれた学校 」

の新 しい取組み を提言す る。

① 地域社 会 と合同の防災訓練

'

地 域

、

具体的な情報「
"
・騰 騰 一く

1

現場賭 実撚 替一ぐ
}

#1会(NI(内奎)

〆

n
口 口llI日

llI口 目 口

＼

亙 璽)

(学校にできること?)

i

㌶ζ穐 、刈
、

乏 互)
ノ

図2-10地 域に開かれた学校を目指す

町

の

今年度 か ら、都立 高校 には防災 備蓄倉庫 が新設 される。 これに伴 い、 「災害 時 の拠 点 と

して の役割 」が さ らに高 まり、天 災(阪 神 ・淡路大震災 のよ うな)が 起 きれば、専 門高校

は必ず 防災 の要 にな る。 したが って、地域社会 と合同 の防災訓練 の実施を考 えたい。

② ク ラブ 。部活動 の開放

地 域社会か ら講 師の募集 をす る。また、地域社会の団体 との合同活動 を行 う。

③ 地域社会(町 内会 など)と 学校(生 徒)の 合同行事の開催。

地域 の人 々と交流 を深 めるために、一緒 に共通体験 をす ることは有意義 であると考 える。

④ ボ ラ ンテ ィア活動

地域社 会の ボ ランテ ィア活動 に、授業や クラブ ・部活動 な どで積極的 に参加 す る。

⑤ 地域産業 ・企業 との交流を図 る

社会人講 師の活 用や、現場 実習 ・実務代替 などを考え る。

エ まとめ

本調査 を通 して、受講者(都 民)と 教員 の意識 ・要望 は、ほぼ一致 していることが分か っ

た。 しか し、現状 で は、それ らの要望 が達せ られる手段 ・方法が少 ない。 ここに列挙 した

提 言(ア イデア)の 他 に も、各専門高校 の特色を活か し地域社会 と共 に歩 めるよ うな様 々

な手段 ・方法を全教員 で考 え、実施 して いか なければな らない。

4事 例 研究

(1)事 例研究の 目的

ア ンケー ト調 査 の結果で は、専門高校 を広 く一般都民 にア ピールをす る必要性 が ク ロー

ズア ップ されて いる。 ここで は地域社会 に開かれた専門高校 の実践例 と、 その様 々な成 果
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が顕著 に表 れてい る事例 を報告す る。

(2)事 例研究

ア 事例1地 域 に開かれ た農場 一2年 目を迎 えたC親 子農園」 一

㈲ 概 要

E高 校 では、農場 の一部 を 「親子農園」 と して開放 している。2年 目の今年 も100名

近 い親子 が集 ま り、 サッマイモの収穫 と収穫祭 をみん なで楽 しんだ。 自分 たちで作 った

物を収穫す る感動 と喜 び、持 ちきれな いほどの収穫物を家族 で分担 しなが ら満足 そ うに

持 ち帰 る姿 に、 これか らの 「地域 に開かれた農業高校」 の一つ の方向性を見 る様 な気 が

した。

「親子農園」 は四季 の移 り変わ りを肌 で感 じ、土を耕 し、汗を流 し、生 き物 の成 長 を

祈 り、生産 ・収穫す る喜 びを親子 、地域社会 の人 々と分か ち合 う場を提供 してい る。

(イ)「 親子農園」の実施内容

① 全体 面積

東西40m× 南北42mの 面積 に50家 族 を受 け入れて いる。

②作付 け方法 と栽培野 菜の種類

郵送 の 「親子農 園だ より」 を事前 に学習 し、当 日職員 の指導 の もとで作業を行 う。 栽

培 す る野菜の選定 の条件 は連作障害 の少 ないこと、収穫 が一度 にで きる もの、病虫 害 が

少 な く無農薬栽培 の可能 な もの、大勢で収穫 が楽 しめ るもの とし、今年 度 は、 ジャガイ

モ、エ ダマ メ、 ラッカセイ、サツマイモ、 トウモロコシ、 ブロッコ リー、 ダイコ ンを栽

培 した。

③年間作付け計画

3月 上旬

5月 上旬

6月 中旬

7月 下 旬

9月 上 旬

中 旬

五〇月 下 旬

12月

2月

ジ ャガ イ モ の種 芋 の 植 え付 け

サ ッマ イ モの 苗植 え 付 け、 エ ダマ メ、

ラ ッカ セ イの 播種 、 ジ ャ ガイ モ管 理

ジ ャガ イ モの収 穫 、跡 地 に トウモ ロ

コ シの 播 種

エ ダマ メの収 穫

トウ モ ロ コ シ 。サ ッマ イ モ管 理

トウ モ 綴 コ シの収 穫

プ ロ ッ灘 リー の苗 定 植 、 ダ イ 灘 ン播 種

サ ッマ イ モ ・ラ ッカ セ イ の収 穫 な らび に収 穫祭

プ ロ ッ 灘 り一 ・ダイ コ ンの 収 穫

片 付 け

㈲ 「親 子 農 園 一 実 施 に よ る効 果

① 参 加 者 は生 徒 、 保 護 者 、近 所 の 家族 、子 供 会 、老 人 ホ ー ム 、養 護i学校 とな って お り、

親 と子 を は じめ、 い ろ い ろ な世 代 間 の対 話 、交 流 の場 とな った。

② 活 動 臼を 第2・4土 曜 日 に設 定 した こ とか ら、子 供 た ち の休 日 の生 活 の過 ご し方 の 一

っ の 事 例 を 示 す こ とが で きた 。
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③ 農業教育を実際 に体験す ることにより、参加者 は農業教育 の大切 さを理解 で きた。

④ 参加 した生徒 は、積極的 に参加者の指導を行 い、農業高校 で学ん でい ることに 自信 と

誇 りを感 じることがで きた。

Wこ れか らの問題点 と課題

①農作業 は天候 に左右 され る。雨 による全員参加 日の変更が非常 に困難 で ある。

② 同 じ作物 の栽培 を何年 も続 け ると連作障害が出て くる可 能性 があ る。

③ で きるだ け多 くの生徒 を どのよ うな形 で参加 させて い くかを考 え る必要が ある。

④参加者 の中に はいろいろな特技 や才能 を もっ方が いるので、 それ らを活かす方法 を考

えてい く必 要があ る。(例 え ば、ふ るさとの調理方法 など)

⑤基本 を学 んだ参加者への次の ステ ップ(よ り高度 な栽培 ・応用編 の畑)を 準備 す る必

要 があ る。

イ 事 例2バ ラ園の一般公開

ぴ)概 要

F高 校で は、平成7年 度 よ り校 内圃場内のバ ラ園を年2回(春 季 、 文 化祭 時)、 都 民

に一般公開 してい る。バ ラ園 には8種 の原種を は じあ学 術的 に も貴重 な品種が多 くあ り、

208種593株 のバ ラが系統 的に植 え られ栽培 されて いる。

以前 は公開講座 や授 業等 に支 障のない範囲 で一般見学を許可 して いたが、昨年度 よ り

「広 報東京都」 などを利用 して都民 に広 く知 らせ るよ うに した。その結果、今年度 は2,000

名近 くの方 が訪 れた。

(イ)一 般 公開 にお けるメ リッ ト

公 開 日に は、 ボ ラ ンテ ィア と して 参加 した 生 徒

が バ ラ園 の 案 内 を 行 な った 。 見 学 者 か らは 、 「教

員 の説 明 よ り も聞 き やす い、 質 問 が しや す い」 と

好 評 で あ った。 一 般 公 開 は 、地 域 社 会 に学校 の 存

在 を ア ピー ル し、学 校 を理 解 して も ら う こと が で

き た。 ま た 、生 徒 は 自分 た ち が認 め られ、 評 価 さ

れ た こ と に よ って 、 よ り一 層 学 習 に取 り組 む 意 欲

が 高 ま った。

(ウ)課 題
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駆/麹 馨 論 み勧

今後 も他 の施設 も含 め積極 的に開放す ることを考 えて いる。バ ラ園 を一般 公開 した場

合 、 このよ うに大勢 の来校者 があ るたあ、安全対策 が必要で ある。 また、高齢者 や障 害

のあ る人への配慮 を した通路等 の整備 も必要 とな る。担当教員 の負担増 に対 して は、 実

績 を積 み重 ねなが ら全教 員の共通理解 を図 り、協力体制を整 えて い くことが必要 である。

ウ 事例3生 涯 学習の支援 への取組 み

ω 概 要

G高 校 は、現在行われて いる改築工 事がま もな く終了す る予定 であ る。そ こで定時 制

課程 は、近 代的 な学習環境 に生 まれ変わ るのを きっかけに、 内規 ・教育課程検討委 員 会

を開設 した。 その中で、多様 な生 徒の受 け入 れな どの教育課題 や生涯学習 への取組 みを
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検討 して きた。

その結 果、G高 校定時制課程 の生涯学習の支援への取組 みは次 のよ うにな った。

一部科 目履修生(平 成6年 度 より実施)

工業科7コ ース、普通科3コ ース(各2～4単 位)の 中か ら1コ ースを

1年 間で履修をす る。なお、在校 生を対象 とした科 目の一部 を開放 す るた

めに、在校生 と同時展開 の授業を行 う。

生涯学習 3年 編入制度(平 成4年 度 よ り実施)

第3学 年 に編入 し2年 間で工業科 目を30単 位以上修得 す る。在籍科以 外

の工業科 目の履修 は修了 の単位 として認 めていない。なお、普 通教科 の履

修 や特別活動の参加 は認 めて いる。

公開講座(平 成4年 度 よ り実施)

工業科3コ ース(木 彫 ・木版画 ・写真)を 開設 してい る。

fT)実 施 結果

平成7年 度 は、聴講生124名 、編入生3名 と多 くの都民が在校 生 と一緒 に学 習 した。

受講者 は全員熱心で、教員 も刺激を受 け分かりやすい授業などの様 々な研究に取 り組んだ。

そ して、右 の図 のよ うに生涯学 習の支援へ の取

組 みを は じめた翌年か ら生徒の在籍数 は増加 した。

しか し、生徒増 ・受講者増によって施設 ・設備 ・

講師などに不足 を生 じている。また、在校生 と受講

者 との関係 や意識の違 いなどの問題が起 きている。

(ウ)ま とめ

交通の便 の良 さ、新築校舎、特色 あ る専門学 科

を有す るなど、好条件が整 って いるG高 校 であ る

が、 この生徒急減期 に もかかわ らず、生徒 ・受講

人数

図2-11 在校生の在籍数推移
(4月 末 日の人数)
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者 と共 に年 々増加 している。 これ によ り教員 は多忙 にはなるが、学校 内 は活気 に満 ちて

い る。生涯学習 の支援へ の取組みの実施 と生徒増 の関係 は現 在調 査中であ るが、 この よ

うな取組み は、専門高校 の活性化の一 っの方法 と して重要 であ ると考 え る。

工 事例4工 業高校定時制課程全体の取組 み一紹介展 について 一

(,}概 要

現在 の学校 を アピールす る手段 は、生徒募集活動(体 験入学、中学校訪問 など)が 中

心 にな って い るが、それは主 に中学 生が対象 であるため、高校中途退学者 や学習意欲 の

ある社会人 に対 しては、情報があ まり伝 わ らない実態が ある。 また、生 涯学習へ の取 組

みの紹介 に関 しては、 さ らに手段 が少な く地方公共団体の広 報紙 しかな いのが実状 で あ

る。っ ま り、「何の学科 が、 どこにあ り、 どのよ うな内容(生 涯 学習 も含 めて)を 学 べ

るのか、入学方法 はど うす るのか」 とい う具体的 な情報を、広 く都 民に提 供す る場 を設

定す る必要 があ る。

このよ うな意見 を受 けて、工業 高校定時制課程 では、学校をア ピールす る新 しい手段 ・

方法 を検討 した。その結果、次の① か ら④ を主 旨と して、「東京 都 立工 業高 等学 校定 時

制課程紹介展(以 下 「紹介展」 と略す)」 が企画 され、全18校 が 参加 ・協 力 して 、新 宿
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駅 西 口で約1ヵ 月間、現在 まで3回 実施 されている。

① 広 く都民 に定時制課程 の工業教育 について理解 を得 る機会 を設 ける。

② 中学生だ けでな く、高校中途退学者 ・高校既卒者 ・学習意欲 のあ る社会 人な どに広 く

情 報を提供す る。

③ 工業高校定時制課程 は情報機器 など充実 した施設 ・設 備を有 してお り、従来 の工業 教

育内容を紹介す ると同時に、都民の生涯学習を支援する場 としての工業高校 の紹介 も行 う。

④広 く都民 の声 を直接 聞 く場 とす る。

ω 紹帳 を実施し酷 果 ■ ■■■』,獣 ■ ■■
この紹 介展 は、全て の工業高校定時制課程 が集

ま り学習内容を発表す る場で もあるので、会場 に

参加 した各学校 の教員 か ら、 「他 校 の詳 しい学 習

内容が よ く分 か った。参考 にな った。」 とい う声

が多 く聞 かれた。

来場者 か らは 「初 めて内容 を知 った」 とい う声

が最 も多 く、工業高校 定時制課程 の知名度 の低 さ

鞍

轟

融

ξ

靴

醸轟盤

融 艶雛

を痛切 に感 じた。 また、各学校で取 り組 まれて い る 「生涯学習」 に関す る問 い合 わせ も

多 く、都民 の期待の高 さ も分か った。 さらに、紹介展 を見 た ことによる入学希望者 も現

れた。

(ウ〉 ま とあ

紹 介展を実施す る ことによって、都民 の様 々な声 を直接聞 くことがで きた。 この よ う

に、定期的 に具体的 な情報 を提供す る場を設 ける必要性 を感 じた。また、時代 に即 した

学校っ くりに取 り組 むためには、地域社会の人々の声を聞 くことが重要 であ る ことを痛

切 に感 じた。

5研 究の まとめ

今回 の調査 ・研 究で特 に明確 にな った ことは、地域社会 に対す る専門高校 の知名度 の低 さ

が顕著 に現 れた ことで ある。つ ま り、公開講座 の受講者 の60%以 上 が専門高校 にっ いて、 そ

の実態 ・内容 を あま り知 らないとい う結 果 にな った ことであ る。 このア ンケー ト調査 は、 公

開講座受講者 の調査ではあるが、この結果か ら、都民にも同 じような意見があると考 えられる。

次 に明確 になった ことは、 ほ とん どの公開講座受講者 が専門高校 の教育 内容 ・施 設 ・設 備

を知 りたいと考 えてい ることであ る。 さ らに専門高校 が生涯学習 を支援 す る場 と して も大 変

期待 されて い ることも分 か った。一方、教員か らの ア ンケー ト調査 結果 も、専門高校 が生涯

学習 を支援す る場 と して重要 であ るとい う受講者の考 え方 と一致 した。

この ことか ら専 門高校 の教 員 は、専門高校 が生涯学習を支援す る場 と して さ らに充実 を さ

せ る とともに、専 門高校 を地域社 会にア ピール して い く新 しい取組み を行 う必要 があ る。 事

例研究 の数校 の専 門高校 で は、公開講座 のみな らず 、様 々な形 で専門高校 を地域社 会 に開 放

し、地域 に根 ざ した学校を 目指 して いる。 これによ り学校 の活性化 を果 た し、また、生徒 の

教育 に も良 い影 響 を与えて いる。

今回の研究を通 して、 これか らの専門高校 には地域社 会 と共 に発展 して い く姿 勢が求 め ら

れて いると考 える。
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おわ りに

本部会 は、「新 しい時代 に対応 した職業教育の推進 」を主題 に、「生 きる力を は ぐくむ職 業教

育.と 「社会 が求 め る専門高校」の二つの副題 を設定 し、調査 ・研究 に取 り組 んだ。

新 しい時代 に対応 した 「生 きる力 をは ぐくむ教育」 は各学校 で取 り組むべ き課題で はあるが、

農業 ・工業高校 においては、特 に新教育課程 の中 に 「農業情 報処 理」 ・ 「情報 技 術基 礎 」 と

「課題研 究」 とを新 たに設 けて対 応 してい る。本研究 はこれ らの科 目の現状 を調 査 し、 今後 の

課題 を検 討す ることであ った。「農業情報処理」 の取組みの現状 は、情 報機 器 の操 作 の習熟 と

ソフ トの活用を 目標 に2単 位で行 われ、生徒 の反応 も良 い結 果が得 られた 。「情 報 技術 基礎 」

で は、情報機 器の操作 並 びにその活用方法 の習熟を 目標 に、1年 次 に設定 し、高学年 での専 門

教科 への応用 。発展 にっ なげ、資格取 得に も積極的 に取 り組 んで いることが分か った。今 回 の

調査結果 よ り、 これ らの科 目は実習 を伴 う学習で あるため、2展 開 ・習熟 度別学 習に よる、少

人数 での指導を取 り入れ、学習効果 を高 め る必要性を感 じた。 また、イ ンターネ ッ トやパ ソ コ

ン通 信を積極 的 に取 り入れ、高 度情報 化社 会に対応 して い くこと もこれか らの課題で あ ると考

え る。農 業高校の 「課題研究」の取 組み は、以前 か らプ ロジェク ト学 習な どの取組みが あ った

たあ、生徒 による主体的 な学習が行われ、特に大 きな問題点を発見す ることはで きなか った。

工業 高校 において は、試行錯誤の段階で、教員主導 での取組 みが多 いの が現状 で あ った 。「課

題 研究」の 目的 である、問題解決能力や創造性 を高 め るためには、生徒が主体的 に学習 に取 り

組 む ように指導す ることが必要で あ り、そのためには教員 の指導方法 の改善 とともに生徒 の要

望 に対 癒 した施設 ・設備 の充実を図 ることが課題 であ ると考 える。

次 に生涯学習 の支援 の場 として 「社会が求め る専 門高校」 にっいて調査 を行 った。 しか し、

地域社 会か ら具体的 な要望 を引 き出す前 に、専門高校 の教育内容 がほ とん ど知 られていな い こ

とが明確 にな った。 その対応 と して本報告書 には、数 々の提言 と事例 をま とめた。専 門高校 の

教 員に は、「基礎 ・基本 を丁寧 に教 える」 とい う長年 培われて きた姿勢 があ る。 この ことに よ

り、新 しい時代の生涯学習 の支援 の場 と して、専 門高校 は地域社会 の期待 に充分応 え られ るは

ずであ る。地域 に根 ざ した、地域 に開かれ た学校 を 目指す ことによ り、学校 の活性 化が果 た さ

れ、地 域か ら愛 され る学校 になると考え る。

現在の社会 は加速度的 に大 きく変化 して いる。生 活 は便利 で豊 かにな って きて いるが、 いっ

まで も今の よ うな豊 か さが続 くとは思われな い。満た され過 ぎた環境 で生 まれ育 った生徒 た ち

が、 これか ら先 の不透 明な 日本 の未来 をいか に生 き抜 き、将来 の 日本 を背負 って立 っ ことが で

きるか は、 これか らの教育 の在 り方 にかか ってい る。 したが って、今まで行 われて きた、社 会

の変化 に乗 り遅 れぬ ことを 農指 した 「時代 に合わせた教育 」ではな く、 これか らは 「時代 を切

り開 く教育 」が必要 であ ると考 え る。 それは、生 徒一 人一人 に とってのかけがえの ない 「自 ら

の生涯 を築 くための主体 的な学 び」 になるべ きであ る。 これを実現 す るために は、各 々の教 員

が幅広 い視野 で新 しい時代 を切 り開 こうとす る教育改革 への意識 を もち、教育 実践 の積み重 ね

に裏打 ちされた変革 を行 ってい くことが重要で あると考 え る。

最後 に、本報告集 をま とめ るにあた り、 ご協力 。ご援助 を頂 いた関係者 の方 々に心か ら感 謝

申 し上 げ る。
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